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しい伝説がある。シヴァ神に恋をしてついに結婚することになった女神カニャクマリは、結婚に縁起のよい時刻として指定された真夜中に彼が岬 迎えに来るのを待っ いた。そのとき、未婚の処女にしか倒せない悪魔が暴 困っていた聖者はこの結婚を邪魔しようと画策した。岬に向かう途中、騙されて夜が明けないうちに鶏の鳴き声を聞かされたシヴァ神は遅すぎたと思い込み諦めて帰ってしまった。かくして傷心の女神によって悪魔は退治されたものの、今尚彼女は未婚のままというも である。　
ひょんなことから、そんな伝説のある土地に


















いうこと 先生が学生二人をお供につけてくれた。ひとりはデリー出身のシャルダー 彼女はカニャクマリには一度行ったことがあるが日没はみていな いう。もうひとりはオディシャ出身のマドゥ 彼は初めてのカニャクマリ 胸を躍らせているようだった 二人とも州外出身のため現地語は話せず、運転手とは片言の英語とヒンディー、そしてお互いの想像力を駆使してコミュニケーションす ことに。　
朝一〇時過ぎに宿舎を出発し、バナナと椰子










間半。目的地へ到着す とすでに昼食時を過ぎていた。目に付いた海のみえ 食堂に入ると北インド料理の店で店員もヒンディー語を話す。この土地の名物を食べるべきかと思ったが、いつも宿舎で南インド料理を食べている二人が懐かしいメニューを見て喜ん いたため、目をつぶることにした。　
食事を終えて外に出ると、フェリー乗り場へ




















近づいていた。沐浴場、寺院や博物館などほかにも見所はあるが、こ 旅の使命は夕陽をみることである。急 でサンセットポイント 呼ばれる場所へ移動し、大勢の人々ととも 日 入りを待つ。刻一刻と沈む太陽を眺めていると、日没の時刻に差し掛かる頃水平線のあたりに雲が出てきた。雲に遮られ絵に描 ようなそれではなかったが、聖なる土地でみ 夕焼けはそれでも特別に感じられた。日の出や日没を神聖視する文化は初日の出を拝む日本人に 身近に思えた。いつの日 ここで日の出をみながら海で沐浴するために、再訪を心に誓った。
さかい　かなこ　アジア経済研究所　在デリー海外派遣員
ライブラリアン。2014 年 3 月からインドで政府情報の流通と
アクセスに関する調査を行っている。
サンセットポイントで臨む夕陽。残念ながらこの後水平線の雲に隠れていった
三つの海が交わる地点では海水の色が違うといわれたが、
水深のせいではないのだろうか……？
